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Abstract 
This study adopts a corpus-based approach to examine some syntactic 
properties of verbs, focusing on their complement selection.  Through 
detailed discussion on the availability of that-clauses positioned after 
the verbs, this paper clarifies and shows the fact that there have been 
some changes in the complement selection.  The embedded that clauses 
we carefully look into are the ones that are placed after the following 
verbs: apologize, express, inform and convince.  For some speakers, 
that-clauses without postverbal NPs can occur after these verbs. 
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1.0  序 
 これまでの言語研究においては、動詞がとる補文(that 節)の統語形式に関して様々

な研究がなされ、動詞と that 節との間に見られる統語的形式の範疇選択(C-selection)
と意味的選択(S-selection)の問題が解明されてきた。この論考では、従来、that 節を

とることが許されていない動詞に着目して英語の使用域に変化が見られることを明ら

かにした住吉(2003)の研究に注目し、大規模コーパス等での検証を行い、that 節が可
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能になった動詞の使用域を明らかにする。また、本稿では、動詞 apologize と

express に加えて、ある種のメッセージを伝達する動詞 inform、convince についても

併せて検証を行う。これらの動詞は、Grammar of Spoken and Written English (以下、

LGSWE) (1999)などにおいて V + NP + that-clause の形式をとるものとして分類され

てきた動詞であり、動詞に直接 that 補文が後続する動詞には分類されていない動詞

の類である。 2 節において英語辞書の情報と典型的文法パターンを確認する。3 節

では、先行研究である住吉(2003)を概観する。4 節では、大規模コーパスを用いて住

吉(2003)の検証を行う。5 節では、V + NP + that-clause の形式をとる動詞の一部に

も that 節が動詞に直接後続する形式が可能になってきている事実を指摘する。1 
 
2.0  辞書における記述 
 大規模コーパスを用いて検証を行う前に、動詞 apologize, express が典型的にとる

統語的連鎖を複数の英語辞書からの用例をもとに確認したい。ここでの例文は、いず

れもオンライン辞書による例文である。(1)-(3)の用例は、それぞれ Macmillan 
English Dictionary、Cambridge English Dictionary、Oxford English Dictionary から

の用例である。 
 
(1) a.  I apologize for taking so long to reply. 
 b. You should apologize to your customers for washing their money.  
 
(2) a. She apologized profusely for having to leave at 3.30 p.m. 
 b. I must apologize to Isobel for my lateness.  
 
(3) a. ‘I must apologize for disturbing you like this’ 
 b. ‘we apologize to him for our error’  
 
(1)-(3)の用例からわかるように、動詞 apologize の場合、apologize + (to NP) + for の
連鎖が典型的な文法パターンであることが確認できる。上記のいずれの辞書にも動詞

のあとに直接 that 節が後続する文は挙げられていない。また、LGSWE (1999)や
Swan (2005)においても、先述のパターンをとる動詞として分類されている。このこ

とから、that 節は、典型的に動詞 apologize が下位範疇化している要素とは考えられ

ていないことがわかる。 
 次に、動詞 express について見てみよう。(4)-(6)の例は、それぞれ Macmillan 
English Dictionary、Cambridge English Dictionary、Oxford English Dictionary から

の用例である。 
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 (4) a. His teachers expressed concern about his progress at school. 
 b. The government has reportedly expressed an interest in the scheme. 
 c. I would like to express my thanks to my parents for their support. 
 
(5) a. Her eyes expressed deep sadness. 
 b. I would like to express my thanks for your kindness. 
 c. Words can't express how happy I am. 
 
(6) a. ‘he expressed complete satisfaction’ 
 b. ‘with a diplomatic smile, she expressed herself more subtly’ 
 
(4)-(6)の例に見られる典型的文法パターンは、express NP / CP (=Wh-clause) + (PP) 
であることがわかる。CP を形成する Wh-clause が動詞 express のあとに生起するこ

とが可能であることから、統語的には that 節が可能であることを示唆する。しかし

ながら、動詞 wonder などの場合のように、Wh-clause は可能であるが、that 節は不

可能である場合もあるので、動詞に下位範疇化される要素については詳しい検討が必

要である。2  Biber et.al (1999: 664) LGSWE では、V + to NP + that-clause のパター

ンが、動詞 express の場合には可能であることを示している。 
 これまで見てきたように、動詞 apologize、express には that 節は、範疇選択(C-
selection)されていないように思われる。この事実に対して、動詞に後続する要素の

範疇選択に関する英語の変容を考察しているのが住吉(2003)の研究であり、大変興味

深い事実を明らかにしている。3 節では、住吉(2003)を概観することにする。 
 
3.0  先行研究 
 住吉(2003)は、動詞が that 節を従えることが可能かということに関して、Francis et. 
al (1996)や Alexander and Kunz (1964)の研究に言及している。これらの研究は、that
節を従える動詞のリストと関連する情報を与えている。しかしながら、住吉(2003)は、

彼らの考察が現代英語の特徴を必ずしも網羅していないことを指摘し、その上で、BNC 
(British National Corpus)を用いて動詞 apologize、express、depend に関する言語事

実を精査している。住吉(2003)は、最近の英語では動詞 apologize と express、それ

に動詞 depend に that 節が後続できるようになってきていることを明らかにしている。3 
 住吉(2003)によると、動詞 apologize に that 節は後続できないとする研究として

Turton and Heaton (1996)や Searle (1979)、Vanprays (1996)を挙げている。前者は規

範的な立場から、後者は語用論的立場から動詞 apologize が that 節を従える場合は認

められないという立場をとっている。他方、住吉(2003)は、Granath (1997)の研究で
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は、(7)の例が挙げられていることを指摘している。(7)の例は、that 節が動詞に直接

後続している例である。 
 
(7) a. I can only apologize that we could not meet every school’s request this year. 
 b. We apologize that you were unable to do the work you were called upon to do. 
 
 前述の研究等を議論の出発点として、住吉(2003)は、動詞 apologize が that 節を取

ることができるかという観点から BNC による検索を行い、that 節が生起するのは可

能であると結論づけている。住吉(2003)が挙げている BNC の用例を話し言葉、書き

言葉からそれぞれ(8)に挙げる。 
 
(8) a.  I apologize that you will have to sit through the outstanding items of   
    discussion. 
 b. (…) he apologized that for the following two years he was only doing German  
   opera. 
 
 さらに、住吉(2003)はウェブ上にも(8)と同様の例が多数見られることを指摘して

いるが、アメリカのウェブサイトに見られるということのみを指摘し、どの種のサイ

トに見られるのかは明らかにしていない。 
 住吉(2003)は、動詞 apologize に that 節が後続できることを認めた上で、次のよう

に分析している。apologize と意味的に類似するものとして形容詞 sorry が存在し、

この形容詞には that 節が後続できる。また、apologize は、意味的に[I say I am 
sorry]と分解できることから、say の用法に基づく類推によって apologize + that 節が

可能になったと分析している。つまり、I say I am sorry that…における I say I am 
sorry に apologize が取って代わったという分析である。 
 次に、住吉(2003)による動詞 express の分析を概観する。住吉(2003)によると、小

西（編）(1980)、Brains (2003)、Jackendoff (2002)は、express に that 節は後続でき

ないとする立場をとっている。例えば、Jackendoff (2002)は、(9)の例を挙げている。 
 
(9) John expressed his disappointment. 
                   *that he was disappointed. 
 
しかしながら、住吉(2003)は、動詞 apologize と同様、BNC やウェブ上に動詞 express
に that 節が後続する例があることを指摘し、伝達を表す動詞 say (言葉による伝達)の
文法パターンとの関係で express も that 節を従えることが可能になったという分析を

している。動詞 say は、言葉によるある種のメッセージを伝達し、動詞 express は考
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えや感情の中身を表現すると捉えている。メッセージの伝達という点では同じ機能を

持っていることになる。メッセージの伝達を意味する動詞は、nod や gesture などの

ジェスチャー動詞にも that 節が後続できる。このことから、住吉(2003)は、メッセ

ージ伝達を表す動詞 express にも同じ文法パターンが取れるようになったと分析して

いる。また、that 節が express に後続しないと分析する英語母語話者が多く見られる

理由を次の点に求めている。通例、communicate something by saying を想定し、

communicate something by expressing は想定しにくいとの理由である。 
 既に概観したように、住吉(2003)の研究は、本来、that 節が不可能と考えられてき

た動詞である apologize と express が that 節をとりうることを指摘するとともに、そ

の英語の変容に関する説明を行なっている。 
 
4.0 大規模コーパスによる検証 
 ここでは、大規模コーパスである COCA (Corpus of Contemporary American 
English)、GloWbE (Global Web-Based English)、及び COHA (Corpus of Historical 
American English)を用いて、住吉(2003)の分析の妥当性を検証する。住吉(2003)が
指摘するように、動詞 apologize (apologise)、及び express が that 節を従えるかどう

かの検証を行う。ここでウェブ上の用例を集めた GloWbE を用いるのは、アメリカ

英語とイギリス英語で差異が存在するかを見極めるためである。また、COHA を用

いるのは、動詞 apologize や express に that 節が後続する形式が最近の英語における

変容とみなせるかどうかを検証するためである。 
 先ずは、動詞 apologize から考察する。 
 
(10) 
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apologized that 節での検索では、(10)の結果が得られる。(10)から明らかなように、

COCA の場合、22 用例中 21 用例において、動詞に that 節が後続している。 
 次に、GloWbE での検索結果の一部を(11)(12)に示す。(11)は、アメリカ英語の場

合を示し、(12)はイギリス英語の場合を示している。(11)(12)から明らかなように、ア

メリカ英語、イギリス英語とも that 節は動詞 apologize に後続できることが理解できる。 
 
(11) 

 
 (12) 
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ここで確認をしておく必要があるのは、(7)-(12)に見られる事実が最近の英語におけ

る変容であるのかという点である。そこで、COHA を用いて検証を行うことにする。

COHA では、(13)に挙げる 5 例が見つかる。 
 
(13) a. ...and so sweetly apologized that I could not but forgive him. 

(COHA (1853: FIC))                     
 b. He apologized that his wife was not able to be there to bow to me. 

(COHA (1942: MAG))                     
 c. They apologized that the doughnuts were from Saturday, … 

(COHA (1966: FIC))                     
 d. He apologized that he would not be there to oversee the job. 

(COHA (1966: FIC))                     
 e. she apologized that the outbuilding was not yet wired, … (COHA (2006: FIC)) 
 
(13)において興味深い点は、かなり以前から that 節は存在していただけでなく、書き

言葉の中で用いられていたという事実である。この事実は、apologize に that 節が直

接後続する形式は最近の英語における変容ではないことを示している。この形式は、

以前から一部の英語話者には容認される文法形式として存在していたことになる。 
 次に、住吉(2003)で取り上げられている動詞 express に関して、apologize と同様

の検証を行う。COCA、GloWbE、COHA の順で検証を行う。(14)は、COCA 検索、

(15)(16)は GloWbE 検索、(17)は COHA 検索の結果を示している。 
 
(14) 
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 (15) 

 
(16) 

 
(14)-(16)は、動詞 express に介在する要素を伴わない that 節が後続する例が多数見つ

かることを示している。この検索結果は、住吉(2003)で指摘されている事実を支持す

る結果である。ここでも動詞 express に that 節が後続する文法形式が最近の英語に見

られる変容であるのか検証する必要がある。COHA を用いて検索を行うと、(17)(18)
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の検索結果が得られる。この検索結果からは、1980 年代、1990 年代でも問題の文法

形式が用いられているという事実がわかる。動詞 apologize と同様に、that 節が後続

する形式が英語母語話者の一部に存在していたことを示している。 
 
(17) 

 
(18) 

 
 これまでの議論をまとめると、次のようになる。動詞 apologize と express に後続

する that 節が容認可能な文形式であることが大規模コーパスを用いての検索結果か

ら支持される。また、この文法形式は、最近の英語に見られる変容ではなく、かなり

以前から存在していた文法形式である。これまでの言語研究では、英語母語話者間に

見られる変異(variation)に関して十分な検討が加えられていなかったことになる。4 
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5.0  inform、convinceに見られる統語形式 
 コーパス用例を基盤とし、英語表現形式の使用実態をまとめた LGSWE によると、

動詞 inform、convince が that 節をとる場合、いずれの動詞も verb + NP + that-
clause の形式をとるものとして分類されている。前節までに取り上げた辞書の用例を

見ても LGSWE での分類を反映したものとなっている。 
 
(19) a. Parents were informed that the school was closing. 

(Macmillan English Dictionary)                     
 b. I informed my boss that I was going to be away next week. 

(Cambridge English Dictionary)                     
 c. ‘they were informed that no risk was involved’      (Oxford English Dictionary) 
 
メッセージの伝達という観点から見ると、動詞 inform、convince は、動詞 apologize
と express と同じ機能を有すると考えられる。したがって、これらの動詞と同様に NP
が存在せず、動詞に直接 that 節が後続できるようになっているのではないかと考えら

れる。この仮説に従って、大規模コーパスや新聞などの実例を検索し、検証を試みる。 
 大規模コーパス COCA と BYU-BNC を用いて inform + that 節の用例を検索する

と、次の例が見つかる。ここでのデータは、受動分詞である informed と過去時制を

もつ informed を区別するために、「inform + that」というコマンドでの検索結果であ

る。コマンドの要請から、原形を伴う regret to inform that 節の結果が得られるが、

inform に that 節が後続できることは確認できる。(20)の結果の中から該当する英文

を抽出したものを(21)(22)に示す。(21)は COCA の用例、(22)は BYU-BNC の用例

である。 
 
 (20) 
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(21) a. …we regret to inform that White House tours will be cancelled effective  
  Saturday, March 9th, 2013. (COCA) 
 b. …my oncologist didn't inform that there was a study that showed that it did  
  help prevent cancer.  (COCA) 
 c. You're uh, do regret to inform that air-traffic control has put us in a holding  
  pattern up here. (COCA) 
 d. I regret to inform that my research grant is almost completely exhausted at this  
  point… (COCA) 
 
(22) a. …he had to inform that these were evidently not shared by Bruce's own  
  nephew,… (BYU BNC) 
 b. Forward scouts came back to inform that the English might had reached  
  Cheswick,… (BYU BNC) 
 
問題となっている連鎖が COCA、BYU-BNC においても多く見つからないことから、

非標準的な用法であると結論づけるのは危険である。COHA を調べてみると、(23)
が示すように、1800、1900 年代でも inform に that 補文が後続する例が見つかる。

同様の例は、Time Magazine Corpus にも見られる。したがって、inform に that 補文

が後続する形式は最近の傾向であると断定することもできない。これらの例からする

と、問題の形式が以前から存在していたことになる。 
 
(23) a. Lewis and Clark, in their tour to the Pacific, inform that they found among the  
  natives, in those remote regions, receptacles for the dead, always lying east  
  and west; the door of the tomb to the east, and the bodies in the tombs lying  
  with the face to the east.    (COHA 1823)                     
 b. …he would inform that it comprised a good library, carefully selected, and a  
  reading-room warmed and lighted, to which any clerk could obtain access  
  every evening by paying an initiation fee of one dollar, and two dollars annual  
  subscription. (COHA 1848) 
 c. To correct or criticize this statement I might inform that no zealous Mason  
  would attempt to induce any man to join the order. 
    (Time Magazine Corpus 1929) 
                         
(23)に類する例は、(24)に示すように、ウェブ上の新聞サイトにおいても見つかる。 
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(24)“Part of our role is to inform that you might want a job, but if you can’t speak  
 the language it’s so difficult.”  (Winnipeg Sun – 19 November 2016) 
 
 次に、動詞 convince の場合を考察する。convince に直接 that 節が後続する形式が

COCA、及び BYU-BNC にも見られる。また、同様の例は、クオリティー紙である

The Guardian にも見られる。(25)(26)がこの事実を示している。 
 
(25) a. …we have to convince that national parks are important… (COCA) 
 b. Immigrants who fled countries with repressive governments are expected to be  
  among the hardest convince that filling out census forms will do them no  
  harm. (COCA) 
 c. In fact, the only male singer in the cast able to convince that his part might  
  have been written for him is Stafford Dean,… (BYU-BNC) 
 
(26) a. Others are young, scared and inexperienced – penalized for “failing to convince” 
  that they could be “capable” parents while a wealthier family waits to take  
  their child. (The Guardian - 25 October 2016) 
 b. Sarah Miele initially struggles to convince that she is 12, but gradually makes  
  us invest in this foul-mouthed waif whose frail physical appearance belies a  
  steely determination and wisdom.  (The Guardian - Sunday 23 October 2016) 
 
問題にしている文法形式が最近の英語に見られる特徴であるのかを確認するために

COHA で検索を行うと、次の結果が得られる。to convince that のコマンドで検索す

ると、全用例 14 のうち、問題の形式に該当するのは 3 例である。3 例のうちの 1 例

を(27)に挙げる。3 例は、いずれも 1970 年代後半の例であることから、convince に

that 節が後続する形式が容認されるようになったのは比較的最近である可能性がある。 
 
(27) The Tiger agreed with me that a lot of people stank in the prison. but was hard to  
 convince that he stank too.  (COHA) 
 
 5 節では、verb + NP + that-clause の形式をとるものとして分類されているものの

中から、inform と convince を取り上げ、大規模コーパスを用いて動詞に that 節が直

接後続する形式が存在するかという問いの検証を行った。検証結果からは、inform
に that 節が後続する形式は、少なくともアメリカ英語では以前から存在していたこ

とが確認できた。また、動詞 convince にも同様の形式が存在し、比較的最近の英語
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で認められる形式に変容した可能性が明らかになった。that 節がある種のメッセージ

伝達を担っていることは間違いないと思われる。メッセージを伝える相手が明らかな

場合、あるいは相手を広く想定する場合に NP が省略される場合も考えられる。さら

には、verb + NP + that-clause の形式をとる動詞の場合、NP に受動化が適用される

場合が少なくない。この場合、結果として動詞の過去分詞形に that 節が後続する形

となり、誤って、動詞の過去形に同じ形式を用い始めたという可能性も考えられる。 
 
6.0  結語 
 先行研究を踏まえた前節までの議論と大規模コーパスを用いての検証結果から、伝

達内容を伝える動詞の場合、容認されないと見なされてきた文法形式にはこれまで考

えられてきた事実とは異なり、個人差が存在することが明らかになったと思われる。

また、最近の英語では、個人差のレベルではなく、動詞に直接 that 節が続く形式が

広く使用されるようになってきている事実も明らかになったと思われる。これらの特

徴は、動詞に後続する要素が意味的にメッセージの伝達という機能を有する場合、動

詞に隣接する位置に that 節を選択する傾向にあることを示すものと思われる。この

種の変容は、発話様態動詞にも見られる現象である。murmur や whisper などの発話

様態動詞には、元々、補部位置を占める that 節は容認されなかった。しかしながら、

発話様態動詞の種類にもよるが、現在の英語ではこの種の動詞に後続する that 節は

容認される。今後は、メッセージの伝達という機能を有する他の動詞、及び、典型的

には verb + NP + that-clause の形式をとる動詞の中で NP が介在しないことを許す動

詞について、さらなる検討を行いたい。 
 
  

注 

                                                        
1 この場合、動詞の目的語に受動化が適用された場合は除く。 
 
2 稲田(1989)は、express の後には that 節が構造できることを指摘している。詳しくは、稲田 

(1989: 208)を参照のこと。 
 
3 動詞 depend は、通例、前置詞 on を伴い、この論考で議論する動詞のタイプとは異なることから

議論の対象とはしない。depend に that 節が後続する議論に関しては、住吉(2003)を参照のこと。 
 
4 形容詞の前位用法、及び後位用法に関しても母語話者間に文法性判断に差が見られる。Bolinger 

(1970)などの指摘に基づき、the visible stars では「いつも目に見える星」を表し、the stars 
visible は、「（一時的に）見えている星」という解釈が成り立つという説明が見られるが、必ずし

も事実はそうではない。実際、Larson (2002)は前者の場合にも一時的な星の状態の解釈が可能

であることを指摘している。また、形容詞が補助部を伴わないで単独で名詞句に後続する場合、

a-形容詞の場合をのぞいて容認しない話者も多い。 
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